
に、横方向のミガキ調整が観察される。126 は、防長系瓦質土器足鍋。外面体部下半に、格子目状の叩き痕跡

が観察される。127 は、東播系須恵器甕の口縁部から肩部片。口縁部は、頸部上方から短く外反し、外面に面

が形成され、下方に垂れる。口縁端部上面は、ヨコナデ調整による凹線が、肩部外面は、「樹枝文様」の叩き目

が観察される。荻野編年Ⅳ期に相当し、13 世紀後葉～ 14 世紀前半に比定される。128 は、瓦質土器甕の口縁

部から肩部片。頸部が、「く」字状に外反し、口縁部は断面形状が方形を呈し、外面端部をやや摘み出す。肩部

外面には、正格子の叩き目が観察される。

　129・130 は、軒丸瓦の瓦当部片。型押しにより、「左巻き三巴文」を中心に「珠文」が配され、外圏線が巡

る。S-177・178 出土資料に比べて、外縁高が 1.2cm と高く、「巴文」・「珠文」も大きく造られる。「巴文」・「珠

文」の頂部は、平坦に造る。胎土に、石英とみられる白色粒子が含まれており、海部郡産と推定される。129

の凹面に、コビキ A 痕跡・布目痕・横方向に連続する吊り紐痕が観察される。131 ～ 133 は、玉縁を有する丸瓦。

― 92―

第 28 図　町 60 次調査　S-200 出土遺物⑦（1/6）
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第 29 図　町 60 次調査　S-200 出土遺物⑧（107・111　1/3、108 ～ 110・112 ～ 114　1/4、115 ～ 119　1/6）



玉縁両側縁に、面取りをおこなうが、132

は、凸面狭端縁連結面まで、面取りがおよ

ぶ。131・133 の凸面に、縄目痕が観察さ

れる。凹面に、コビキＡ痕跡・布目痕が観

察されるが、132 の布目は 131・133 に

比べて目が粗い。32 の凹面には、内叩き

痕とみられる成形時の痕跡が残存する。ま

た、凹面玉縁面・側面が、131・132 に比

べて、幅が非常に狭い。法量にも差がみら

れるため、葺かれた箇所が異なる可能性が

指摘される。131・132 の胎土には、石英

粒とみられる白色粒子が含まれるため、海

部郡産と推定される。

　134 ～ 136 は、軒平瓦。134・135 の

瓦当面は、「菱形唐草文」が施文される。

瓦当面・凹面・凸面に、離れ砂痕が観察さ

れる。顎部瓦当裏面は、ヨコナデ調整が、

134 には、幅約 1.5cm の縦方向の工具ナ

デ調整の痕跡が、観察される。また、134

の瓦当が欠損する箇所に、瓦当部との接合

を強化するために施された連続する斜め方

向の刻み目が観察される。いわゆる、「芋

付け」の痕跡と、みられる。136 は、瓦当

面の中心飾りは「蓮華文」、上向き・下向

き「唐草」が各々 3 つ、明瞭に施文される。

瓦当外縁上端面に、幅 2.0cm 程度の面取

りが、凸面に、縦方向の幅約 3.2cm の工

具ナデ調整が、観察される。顎部瓦当裏面

は、ヨコナデ調整がおこなわれる。向かっ

て、右端において、縦方向に圏線の一部が

みられるが、上端・下端には、みられない

ことが、この笵型の特徴と考える。町 6 次

SX023 出土資料に、共伴遺物から 14 世紀代に比定される蓮華唐草文軒平瓦があり、同型とみられる。胎土に、

石英とみられる白色粒子が含まれており、海部郡産と推定される。

　137 は、平瓦片。凹面狭端面に、幅 1.5cm 程度の面取りが観察される。138 は、道具瓦。形状から、塼と考える。

上面に、離れ砂痕が、下面に、2 次被熱の痕跡が観察される。139 は、石製スタンプか。石材は、滑石。表面は、「草

花文」と推定される文様ほかが陽刻される。裏面は、2 条の溝を削りだすことで中央に凸部が形成される。凸部

中央には、紐孔と推定される痕跡が観察される。町 20 次Ｂ区調査地の整地土及び包含層出土資料・町 10 次Ｉ

区 4-B 区 P001 出土資料・朽網南塚遺跡の（遺物包含層）3 層中層出土資料・草戸千軒町遺跡第 10 次調査区表

土層出土資料などに類例がみられる。石材・形状および類例を参考にすると、滑石製石鍋を転用して、裏面に握

り手をつくり、表面に文様を刻したスタンプと考えられる。140 ～ 142 は、石硯。140 は、硯材が、頁岩ある

いは粘板岩。硯側は、ほぼ垂直に切断し、硯陰は、平坦に造る。長方形を呈する。141 は、硯材が、結晶片岩。

0 10cm

20cm0
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第 30 図　町 60 次調査　S-200 出土遺物⑨（120 ～ 123　1/3、
　　　　　124 ～ 128　1/4）　
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第 31 図　町 60 次調査　S-200 出土遺物⑩（1/4）


